
 

                令和５年度 学校経営計画 

１ 教育目標 

① 児童生徒一人一人の障害の種類や程度、心身の発達及び個に応じた教育を進める。 

② 児童生徒の主体性を育み、それぞれの能力や可能性の伸長に取り組む。 

③ 自立を促し、共生社会の一員として健康で心豊かに生きる人間を育成する。 

２ 中・長期的目標  

（１） 学校の現状 

① 医療的ケア等の配慮を要する児童生徒を含め、在籍する児童生徒のほとんどが重度重複障害である。児童生徒個々の教育的ニーズに応え、更なる個別最適化を進め 

  るために、教職員は授業実践力等の専門性の向上に継続的に取り組むことが求められる。 

② 児童生徒が「持てる力」を最大限に発揮できるよう、教材製作・活用に取り組み、ＧＩＧＡスクールの推進や外部専門家との連携等により、教育実践の質の 

  向上を図っている。 

③ 長年の教育実践の実績を踏まえ、医療、福祉、行政、労働、教育等の関係機関との連携、教育相談等をとおして、肢体不自由教育のセンター的機能の充実を図っ

ている。 

④ 本校教育活動への理解をより推進するために、日々の取り組みや成果の情報発信に努めるとともに、交流及び共同学習等を行っている。 

⑤  若手からベテラン教員までが協働して学校運営に当たっている。また各教職員は多様な業務を担当しており、より効率的・協働的に業務を遂行し、学校全体を俯瞰 

    して積極的に課題解決にあたる姿勢が望まれる。 

（２） 児童生徒に関する中・長期的目標 

①  健康・体力の保持増進に努め、生き生きと活動する児童生徒 

②  人や物に興味・関心を持ち、自ら考え、主体的に関わる児童生徒 

③  周りとのコミュニケーションを楽しみ、望ましい人間関係を築く児童生徒 

④  自己の学びと将来を見通し、自立をめざして社会との繋がりを大切に生きる児童生徒 

（３） 教職員、学校組織等の望ましい在り方 

①  教育情勢の変化に対応し、幅広い知識・技能の習得等、専門性向上に努める教職員 

②  学校の特色を活かし、成果を集合させて、教育目標具現化に進む教職員集団 

③  特性を活かして業務にあたり、協働して業務改善や今日的課題に取り組む教職員 

④  関係機関との良好な連携を深め、地域や保護者から信頼される学校組織 

⑤  危機管理意識を持ち、危機管理体制の確立を図る学校組織 

３  今年度の重点目標 

① 授業実践力の向上（個別最適な学びの実践、自立活動の充実、ＧＩＧＡスクールの推進） 

② 安全・安心、活き活きした学校づくり（連携による医療的ケア体制、危機管理、効率的・協働的業務の推進） 
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